
第
百
廿
一
階

第
十
一
巻

第
四
冊

デ
4
ル
タ
イ
の
哲
學
・
的
方
法
（
三
）

勝
　
部
　
謙
　
造

S25

聞
二

　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
了
解
作
用
な
る
暫
學
的
方
法
は
が
く
の
如
く
或
る
意
昧
的
表
出
を
媒
介
こ
し

て
、
我
々
が
他
人
者
の
膿
験
を
再
膿
験
す
る
働
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
彼
膚
身
の
定
義
に
依
れ
ば
、
了

解
作
用
ご
は
我
々
が
肥
る
心
的
な
る
も
の
を
ば
、
其
表
出
た
る
客
畳
的
に
與
へ
ら
れ
た
る
記
號
よ

り
し
て
認
識
す
る
作
用
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
笛
。
§
2
9
強
＾
の
・
繊
。
。
）
然
ら
ば
か
〉
る
了
解
作
用
に

依
っ
て
資
己
自
身
の
膿
験
ε
他
人
者
の
膿
験
ε
は
、
如
何
に
し
て
結
合
せ
ら
れ
る
こ
ビ
を
得
る
の

で
あ
ら
う
か
○
圭
量
的
の
立
場
よ
り
云
へ
ば
か
、
る
了
解
は
結
局
目
己
に
依
り
て
他
．
を
推
す
ビ

こ
ろ
の
》
塁
δ
賦
窪
論
。
ゴ
｝
＝
垂
に
外
な
ら
な
い
標
に
も
思
は
れ
る
っ
然
し
な
が
ら
こ
の
類
推
作
用
は
只

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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哲
學
研
究
第
百
二
十
蝸
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

こ
、
に
云
ふ
了
解
作
用
の
極
め
て
粗
雑
な
る
外
形
を
示
す
に
止
る
も
の
で
み
る
。
了
解
は
軍
な

る
論
理
的
活
動
で
は
な
い
。
2
8
誓
剛
鼠
。
昌
ぽ
即
ち
同
時
に
窯
9
魯
。
噌
δ
げ
畠
で
あ
っ
て
、
こ
》
に
は
膿
験

に
必
須
な
る
全
艦
的
活
動
ε
い
ふ
こ
ご
が
必
ら
す
豫
想
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
（
豊
麗
く
｛
曾
農
舞

の
●
い
謡
）

　
こ
の
全
心
意
の
協
動
ビ
い
ふ
こ
と
は
又
、
了
解
作
用
に
或
る
非
合
理
的
要
素
の
伴
ふ
も
の
で
あ

る
こ
ご
を
思
は
し
め
る
。
そ
れ
は
卸
ち
所
謂
全
入
的
括
動
が
レ
ー
ベ
ン
ご
い
ふ
根
源
的
事
實
に

溢
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
は
止
む
を
得
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
如
何
な
る
非
合
理
的
要
素
が
俘
ふ

か
ご
い
ふ
に
、
そ
れ
は
帥
ち
ω
）
§
℃
毘
瀞
ざ
い
ふ
情
的
活
動
が
帥
ち
こ
れ
で
あ
る
。
了
解
は
全
く
我

々
の
七
癖
の
程
度
に
慮
じ
て
行
は
れ
る
。
全
然
同
情
せ
ざ
る
入
を
ば
我
々
は
一
般
に
進
ん
で
了

解
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
同
情
、
愛
、
親
密
關
係
ビ
い
ふ
檬
な
情
的
要
素
が
實

に
全
入
的
了
解
作
用
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
眞
の
了
解
は
必
ら
す
髄
験
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
演
劇
を
聰
る
時
の
我
々
の
態
度
は
、
凡
て
の
關
心
を
離
れ
て
直
ち
に
劇
中
の
入

物
に
な
る
芝
に
あ
る
Q
　
そ
こ
に
は
重
な
る
表
象
作
用
．
重
な
る
知
畳
作
用
が
螢
ま
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
脚
本
家
や
演
伎
者
の
戦
術
に
依
っ
て
我
々
霞
身
の
膿
験
が
帝
大
豊
饒
化
せ
ら
れ
つ
、
あ
る

の
で
あ
る
。
　
ミ
ソ
シ
ユ
は
こ
の
附
属
を
指
摘
し
て
、
ご
U
δ
σ
q
。
凶
亀
ぴ
q
。
β
U
冒
σ
q
。
壽
窪
域
9
糸
引
び
鉱
ω
o
鐸
興



3・）27

．
乏
弩
§
c
（
一
興
㏄
6
鉱
。
》
。
。
o
一
θ
汝
窪
転
馨
審
㏄
葺
k
渚
奮
。
・
〔
｛
ε
6
窪
く
蝕
諭
も
・
甑
σ
q
ε
薬
鴬
・
へ
．
ご
い
ふ
て
居
る
。
（
窓
一
ω
O
劉
即
．
鉾
・
O
．
砿
・
α
）

精
憩
的
事
象
は
全
心
意
の
協
力
に
依
り
て
初
め
て
捕
捉
せ
ら
れ
る
こ
ご
が
欝
來
、
る
。
物
的
に
凝

結
硬
化
せ
る
精
紳
の
生
命
は
、
愛
の
暖
み
に
依
う
て
初
め
て
融
解
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
故
に
か
の
激
育
活
動
等
に
於
い
て
、
我
々
が
眞
に
兜
童
の
心
の
門
戸
を
開
き
、
こ
れ
に
何
等
か
の

親
定
を
與
へ
得
る
の
は
、
只
こ
の
愛
の
技
術
に
の
み
依
る
も
の
で
あ
る
。
遥
～
≦
鴨
く
。
更
。
滞
嵩
§
α
ぴ
。
ω
静

さ
影
。
醐
｝
o
影
2
寓
2
同
q
・
o
げ
。
嵩
霞
き
貯
〔
す
μ
日
鼠
吐
日
冷
9
導
震
崖
。
［
ρ
ε
益
u
・
o
岸
。
男
Φ
σ
q
類
同
σ
q
¢
一
二
昌
【
ε
q
。
嵩
8
鑓
¢
び
2
μ
．
～
≦
旨
く
。
屋
8
ン
。
⇔

暑
鴛
電
環
9
ご
9
ρ
へ
．
（
一
）
㎞
竃
｝
森
田
…
d
ぴ
2
胤
凶
。
罵
O
σ
q
庁
三
（
o
沖
9
姦
，
農
σ
q
Φ
彰
。
営
σ
q
巳
飢
ぴ
q
o
⇔
三
舞
σ
q
o
σ
q
冨
9
窪
を
h
。
。
ω
8
。
。
o
ぎ
蔚

じ
曹
9
伍
●
｝
W
∩
｛
●
＜
一
劣
柏
典
）

　
か
く
了
解
作
用
は
騰
験
ご
同
じ
く
全
人
的
の
活
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
ご
常
時
に
横
議
掘
的
な
も

の
で
あ
る
Q
か
、
る
主
観
的
方
法
が
如
何
に
し
て
客
観
的
精
子
科
學
を
構
成
す
る
こ
ご
が
出
來

る
で
あ
ら
う
か
○
デ
ィ
ル
タ
イ
．
に
依
れ
ば
凡
て
の
膿
駿
に
於
い
て
は
我
々
の
全
心
意
が
活
動
し

て
居
る
。
幾
っ
て
か
の
自
然
界
の
平
押
は
全
く
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
に
反
し
て
、
精
帥
的
歴
史

的
の
レ
ー
ベ
ン
の
關
聯
は
一
。
σ
色
、
急
σ
q
で
あ
り
叉
一
①
ぴ
Φ
N
、
。
。
。
。
｛
言
σ
q
け
で
あ
る
。
か
、
る
生
命
關
聯
は
同
時

に
作
用
關
聯
で
な
け
ね
ば
な
ら
訟
。
　
レ
ー
ベ
ン
の
目
的
性
に
撃
っ
て
永
劫
に
作
用
し
つ
、
あ
る

≦
三
（
§
繋
ま
9
§
回
闘
。
島
§
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
故
に
個
々
の
立
毛
は
必
ら
す
膚
貿
管
身
を

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
酌
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



・s．　i，s

　
　
　
哲
四
四
究
第
百
ニ
ナ
一
號
四

病
越
せ
る
一
般
的
共
蓮
的
な
も
の
を
窪
己
の
内
に
包
流
し
て
居
る
。
鼻
面
が
了
解
せ
ら
る
、
場

合
の
機
縁
こ
な
る
「
表
現
一
は
帥
ち
「
意
味
一
画
面
る
。
　
意
昧
ε
は
宮
己
の
証
す
る
全
朧
の
中
に
自
己
を

入
れ
て
見
る
こ
ご
に
依
り
て
隼
す
る
。
即
ち
凡
て
の
膿
験
は
肖
己
を
肢
膿
ご
す
る
一
点
大
な
る

關
聯
に
接
幽
し
、
又
こ
れ
に
向
っ
て
襲
古
し
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
個
入

の
生
命
關
聯
は
歴
史
的
世
界
の
全
話
に
ま
で
籏
大
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
腱
験
ご
了
解
ε
の
交

互
作
用
に
依
り
、
レ
ー
ベ
ン
は
か
～
る
作
用
關
聯
に
於
い
て
盆
々
深
く
又
康
く
自
己
を
顯
現
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
所
謂
了
解
作
用
に
依
り
て
或
る
主
面
ご
他
の
主
観
ご
を
結
合
す
る
紐
帯
は
、
全
心
意
の
活
勤
こ

い
ふ
こ
ご
に
依
り
て
示
さ
れ
る
レ
ー
ペ
ン
自
信
の
u
。
叶
三
（
ド
罎
N
姦
戸
曼
副
勇
み
鍵
ぴ
q
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
個
入
ご
掴
人
ご
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
直
な
る
生
命
そ
れ
慮
膿
で
な
け
ね
ば
な
ら
澱
。
愛

こ
か
同
情
ご
か
い
ふ
戚
情
は
我
々
自
身
の
懐
く
情
で
あ
っ
て
、
同
時
に
叉
我
々
自
身
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
我
々
の
生
活
を
問
漸
な
く
前
進
せ
し
む
る
ン
ー
ベ
ン
そ
の
者
の
傾
向
の
表
示
で

あ
る
。
藝
術
家
は
自
己
の
強
面
や
了
解
に
依
っ
て
人
生
を
猫
寓
す
る
。
而
か
も
そ
の
天
才
的
創

作
活
動
に
は
、
個
々
の
人
物
や
出
定
事
を
戯
し
て
居
る
間
に
、
大
な
る
人
生
其
者
の
生
命
が
っ
か
ま

れ
て
居
る
。
面
々
の
人
物
の
去
心
す
”
⇔
…
文
學
的
作
物
の
雄
心
の
上
に
、
人
間
全
禮
の
あ
ら
ゆ
る



：sL）9

カ
が
織
込
ま
れ
て
居
る
。
（
じ
聴
器
図
”
1
罵
奇
ぴ
三
伍
嵩
置
望
。
澤
§
内
ω
・
同
○
。
α
）

　
然
る
に
か
》
る
レ
ー
ベ
ン
の
構
造
關
聯
は
、
實
は
同
隣
、
に
叉
作
用
關
聯
で
あ
る
。
静
止
固
定
せ

る
も
の
、
關
聯
で
は
な
く
て
、
所
謂
働
く
も
の
、
実
写
で
あ
る
Q
　
レ
ー
ベ
ン
に
内
在
す
る
目
的
性

に
依
り
て
絶
え
ず
登
展
充
濃
し
つ
、
あ
る
關
聯
で
あ
る
○
所
謂
個
入
も
し
く
は
℃
。
。
琶
δ
喜
透
。
。
。
9

等
魯
簿
は
、
か
、
る
作
用
三
笠
に
依
り
て
レ
！
ベ
ン
の
全
膿
性
に
結
合
せ
．
ら
れ
て
居
る
◎
從
っ
て

か
、
る
個
人
を
各
々
特
異
な
る
も
の
に
す
る
所
謂
個
性
は
、
決
し
て
相
互
に
全
く
交
渉
の
な
い
絶

醤
的
な
差
別
で
は
な
い
。
個
性
的
差
別
は
性
質
的
で
は
な
く
し
て
分
量
酌
で
あ
る
。
程
度
の
上

の
和
英
で
あ
る
。
（
説
。
。
戸
9
0
お
ご
邸
の
事
實
が
實
に
了
解
作
用
に
依
る
禮
験
の
串
騨
壼
℃
o
ω
三
〇
昌
の
可

能
性
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
如
何
な
る
他
者
の
膿
験
の
表
現
に
も
、
我
々
自
身
の
生
活
に
全

然
現
れ
る
こ
ご
の
出
來
な
い
檬
な
何
者
も
含
ま
れ
て
は
居
な
い
。
凡
て
の
個
人
に
は
同
一
の
生

活
機
能
や
生
活
成
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
ご
が
出
來
る
。
人
々
の
素
質
の
稲
淫
は
か
、
る
機
能
や

成
素
の
強
度
に
依
り
て
生
す
る
の
で
あ
る
○
（
口
Ω
．
巳
象
2
幽
棲
ω
●
ω
箕
）

　
か
く
の
如
き
レ
ー
ベ
ン
の
各
翌
旦
が
程
度
の
上
の
差
異
を
以
て
、
ン
ー
ベ
ン
自
禮
に
結
合
し
て

居
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
、
一
方
で
は
了
解
に
依
る
捲
る
主
窺
的
馬
験
ご
他
の
主
観
納
鷺
…
験
こ
の
結
合

を
可
能
な
ら
し
む
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
い
て
叉
上
述
の
艦
験
及
び
了
解
の
深
化
櫃
大
を
成
立

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
暫
り
嵐
弔
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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哲
學
研
轡
九
　
静
畢
百
二
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田

せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
こ
、
に
於
い
て
か
了
解
作
用
は
其
二
二
性
を
股
却
し
て
客
観
性
を
獲

得
す
る
も
の
で
あ
る
。
備
か
も
そ
の
客
槻
性
た
る
や
抽
象
的
の
知
力
の
働
の
場
合
の
如
く
外
界

世
界
こ
の
鋼
懸
こ
か
或
は
経
験
以
前
の
ア
プ
リ
オ
ソ
ご
か
よ
り
借
り
ら
れ
元
も
の
で
は
な
い
○

作
用
關
聯
に
於
い
て
現
は
れ
る
レ
ー
ペ
ン
自
膿
に
内
在
す
る
事
實
的
馬
指
性
で
あ
る
。
　
シ
ュ
タ

イ
ン
は
こ
の
事
實
を
評
し
て
、
最
も
、
主
観
的
な
る
膿
験
が
確
定
せ
ら
れ
形
成
せ
ら
れ
普
遍
化
せ
ら

れ
る
に
六
っ
て
、
こ
》
に
精
神
科
學
的
耳
塞
性
が
成
立
し
て
摩
る
ビ
云
ふ
て
居
る
○
ジ
ソ
ケ
ル
ト

の
學
統
を
引
け
る
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
評
語
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
出
す
る
幾
分
の
皮
肉
が
認
め

ら
れ
澱
で
も
な
い
が
、
然
し
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
立
脚
地
よ
夢
す
れ
ば
、
か
く
主
観
性
よ
）
客
観

性
が
出
で
來
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
寧
ろ
當
然
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
ご
な
れ
ば
爾
者
を

峻
別
す
る
の
は
全
く
抽
象
性
に
捕
は
れ
た
見
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
》
．
し
∩
憲
嵩
ρ
ρ
b
…
患
い
）

＝
隅
嘲

　
精
神
科
學
及
び
精
油
科
學
こ
し
て
の
哲
學
に
於
い
て
は
か
く
の
如
き
膿
験
及
び
了
解
に
依
り

て
膿
得
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
更
に
組
織
的
の
知
識
に
な
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
　
レ
ー
ベ
ン
が
捕
捉
せ
ら

れ
て
知
識
膿
系
こ
せ
ら
れ
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
我
々
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
説
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の
第
三
の
主
要
概
念
た
る
夢
℃
葛
な
る
も
の
に
逢
着
す
る
の
で
あ
る
。
元
來
こ
の
類
型
な
る
概

念
は
普
通
の
論
理
學
に
於
い
て
は
所
謂
囚
】
簿
ω
露
な
る
概
念
に
從
厨
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

然
し
デ
ィ
ル
タ
イ
が
こ
の
概
念
の
使
用
法
は
、
そ
れ
ご
は
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
ミ
ッ
シ
ユ
は
デ

イ
〃
タ
イ
が
こ
の
類
型
概
念
を
ば
か
、
る
關
係
よ
b
抽
き
抜
い
て
、
一
暦
根
源
的
の
位
置
に
置
き

獲
え
て
居
る
。
郎
ち
そ
れ
は
グ
ー
プ
が
見
出
し
た
ご
こ
ろ
の
位
畳
で
あ
う
、
叉
プ
ラ
ト
ー
が
イ
デ

や
ご
筥
亀
δ
x
削
。
。
ご
の
開
係
に
就
い
て
考
へ
た
こ
こ
ろ
の
位
置
で
あ
る
ご
い
ふ
て
居
る
。
　
（
屋
8
げ

欝
ρ
9
ρ
×
臼
×
）
然
ら
ば
こ
の
ゲ
イ
ル
タ
イ
に
依
る
特
殊
的
意
味
を
有
す
る
類
型
ご
は
、
如
何
な
る

も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
か
。

　
蓋
し
艘
験
ご
了
解
ご
の
行
は
れ
る
二
言
は
師
ち
レ
婁
ベ
ン
で
あ
る
。
　
レ
嘗
ベ
ン
は
具
禮
的
な

も
の
で
あ
り
、
二
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
然
る
に
か
、
る
具
膿
的

流
動
的
な
る
も
の
は
、
其
縦
横
の
關
聯
、
郎
ち
其
登
窯
ご
構
造
ご
に
於
い
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
程
度

上
の
差
異
を
以
て
、
個
性
的
の
機
相
を
呈
し
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
其
根
・
本
於
い
て
は
等
し
く
こ

れ
レ
ー
。
ヘ
ン
良
膿
の
分
岐
で
あ
る
。
邸
ち
あ
ら
ゆ
る
個
性
的
差
別
相
の
根
祇
に
は
、
土
ハ
蓮
的
＝
兀

的
の
事
實
性
が
な
け
ね
ば
な
ら
澱
。
か
、
る
共
蓮
的
の
方
面
を
あ
ら
は
す
も
の
を
デ
ィ
ル
タ
イ

は
O
鉦
9
響
鼠
σ
q
葎
詳
ε
名
づ
け
て
居
る
○
勿
論
こ
の
同
形
性
な
る
も
の
は
、
慮
然
科
學
に
集
い
・
て
も

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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哲
學
研
究
第
膏
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八

矢
張
り
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
然
し
な
が
ら
精
紳
科
學
に
於
い
て
は
こ
の
同
形
性
は
軍
な
る

抽
象
的
属
性
で
は
な
い
。
こ
れ
は
實
に
レ
ー
ベ
ン
慮
膿
の
本
質
的
部
分
を
表
示
す
る
も
の
で
あ

る
。
所
謂
幽
ヨ
p
糞
乱
。
紆
玲
。
ξ
。
壼
。
を
窃
9
ω
N
薦
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
○
生
命
の
縦
横
の
流
動
に
於
い

て
添
え
す
繰
り
返
し
つ
、
現
は
る
、
本
質
的
部
分
で
あ
る
の
で
あ
る
○
こ
の
故
に
デ
ィ
ル
タ
イ

は
α
錺
幽
門
圃
ω
。
滞
ご
は
現
實
的
な
る
も
の
よ
り
取
り
出
さ
れ
た
る
（
募
乏
＄
①
巳
峯
律
を
意
味
す
る
ビ

い
ふ
て
居
る
。
　
（
U
泣
目
6
《
∵
…
U
㎞
o
図
ぎ
賦
一
飛
ε
空
路
蚕
沖
島
窪
U
箆
一
戸
。
養
U
鯵
O
・
し
Q
．
同
蔵
・
＜
｛
診
H
O
◎
ひ
）
　
　
　
　
ト

　
哲
學
的
方
法
こ
し
て
の
こ
の
類
型
な
る
も
の
は
一
般
に
概
念
に
墨
祝
す
る
も
の
で
あ
る
○
抽

象
的
思
惟
は
概
念
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
所
謂
全
人
的
の
了
解
作
用
は
類
型
を
見
出
す
も

の
で
あ
る
。
　
概
念
も
類
型
も
土
ハ
に
根
源
雑
事
在
を
甑
彌
聾
す
・
る
手
段
で
あ
る
こ
ご
に
は
鍵
・
9
は
な

い
Q
ω
。
冨
ヨ
○
嵩
く
9
存
箋
｛
ω
駐
魯
興
切
9
魯
欝
尉
σ
q
で
あ
る
こ
ご
に
は
相
違
な
い
。
從
っ
て
類
型
ご
難
多
種

多
標
な
る
レ
ー
ベ
ン
其
儘
で
は
勿
論
な
い
。
こ
、
に
は
矢
張
り
現
實
の
縷
験
の
9
δ
ω
繊
σ
q
o
「
§
σ
q

が
あ
る
。
照
る
意
味
に
於
け
る
理
想
的
の
も
の
で
あ
る
Q
然
し
な
が
ら
類
型
に
依
る
レ
！
ベ
ン

の
高
騰
の
方
向
は
、
概
念
の
場
合
に
於
け
る
如
く
全
く
の
抽
象
化
で
は
な
い
。
爾
3
蜜
。
塾
憂
の
方

向
に
將
來
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
こ
ま
で
も
レ
ー
ベ
ソ
の
昇
華
性
、
流
動
性
を
離
れ
ま
い
ご

す
る
強
き
粘
着
力
が
働
い
て
居
る
。
（
】
》
闘
○
国
管
玄
包
ε
ゐ
臨
（
養
浄
ロ
2
U
闘
缶
洋
9
，
ω
し
。
・
H
O
◎
α
）
然
ら
ば
こ
の
類
型
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は
如
何
な
る
方
法
に
依
り
て
こ
の
目
的
を
實
現
す
る
か
ご
い
ふ
に
、
そ
れ
は
ン
ー
ベ
ン
の
流
今
一

於
け
る
雑
多
的
な
る
も
の
を
ば
、
或
る
一
の
具
象
的
な
る
も
の
に
依
り
て
代
表
せ
し
む
る
こ
い
ふ

や
り
方
で
あ
る
。
而
し
て
か
、
る
具
象
的
類
型
に
内
在
す
る
張
力
に
し
‘
て
明
法
な
る
構
造
が
、
我

々
を
し
て
一
般
ン
ー
ベ
ン
に
於
け
る
比
較
的
微
弱
な
る
又
混
濡
せ
る
経
験
の
門
意
味
」
を
提
示
し
、
こ

れ
に
依
っ
て
レ
ー
ベ
ン
其
者
を
了
解
す
る
こ
ご
を
得
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
文
學
上
の

作
品
に
於
い
て
は
、
凡
て
が
か
、
る
意
昧
に
於
け
る
類
型
の
特
性
を
現
は
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
作
物
中
の
入
物
は
皆
類
型
的
で
あ
る
。
だ
と
ひ
そ
れ
が
あ
る
現
實
の
入
間
の
實
寓
で
あ
っ

て
も
、
話
術
的
の
見
地
よ
り
見
る
時
は
、
こ
の
入
物
に
依
り
て
人
間
生
活
の
本
質
的
部
分
が
表
現
せ

ら
れ
て
居
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
澱
。
か
、
る
類
型
の
捕
捉
及
び
そ
の
強
力
な
る
描
寓
に
、
天
才

的
藝
術
家
の
創
作
力
が
働
く
の
で
あ
る
。
或
は
叉
文
學
者
に
依
り
て
描
寓
せ
ら
れ
る
入
聞
の
激

情
、
行
動
の
動
機
、
其
他
凡
て
が
、
悉
く
か
、
る
意
味
に
於
け
る
類
型
的
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
入

間
生
活
の
か
～
る
激
情
や
行
動
や
運
命
や
の
面
素
機
式
が
又
類
型
的
で
あ
る
。
作
中
の
主
入
公

や
、
彼
の
激
情
や
彼
の
運
命
や
は
、
悉
く
あ
る
特
定
の
生
氣
に
依
っ
て
活
躍
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
。

か
く
し
て
作
品
其
物
が
生
命
を
獲
得
し
一
の
個
性
的
存
在
ご
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
（
薫
幽
μ

同
。
。
＼
）

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
九
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か
く
の
如
く
類
型
の
根
本
的
の
特
徴
は
具
象
的
ざ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
蓋
し
レ
ー
ベ
ン
の
歴

史
的
の
流
動
に
は
個
性
的
の
方
面
が
あ
る
ご
共
に
、
又
一
般
的
共
登
窯
の
方
面
が
な
け
ね
ば
な
ら

濾
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
所
謂
個
性
を
ば
性
質
的
の
差
別
ご
見
す
し
て
、
分
量
的
程
度
的
の
も
の
と
見

る
考
の
贈
主
は
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
最
も
重
要
な
る
黙
は
、
現
下
の
レ

ー
ベ
ン
に
於
い
て
は
こ
の
個
性
的
ご
「
般
的
ご
が
不
可
分
離
的
に
結
合
し
て
一
禮
を
な
し
て
居

る
ε
い
ふ
こ
ビ
で
あ
る
。
所
謂
囚
9
回
ζ
o
篇
○
ゆ
山
¢
ω
≧
茜
①
ヨ
9
姦
ニ
ヨ
翻
α
旧
く
窪
⇔
巳
（
憲
｛
ω
o
プ
勲
．
費
。
．
ω
●
∩
困
く
）
で

あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
か
、
る
具
膿
的
な
る
も
の
を
捕
へ
ん
ご
す
る
類
型
の
特
徴
が
、
2
字

。
訂
甕
。
穿
。
搾
ε
か
竈
姦
養
凌
ひ
q
ぎ
謬
ど
い
ふ
こ
ご
に
あ
る
こ
い
ふ
の
は
、
蓋
し
當
然
で
あ
る
ε
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
Q
こ
の
黙
に
於
い
て
我
々
は
矢
張
り
藝
衛
の
特
性
か
ら
學
ぶ
庭
が
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

凡
て
の
馬
術
は
實
に
藝
術
家
其
人
の
膿
験
の
表
現
で
あ
る
。
　
レ
ー
ベ
ン
を
除
い
て
甲
西
の
内
容

は
な
い
。
而
か
も
か
、
る
内
面
的
な
る
も
の
を
外
面
的
に
表
現
す
る
慮
に
藝
術
の
努
力
が
あ
る
。

然
る
に
か
、
る
表
現
の
手
段
こ
な
る
外
面
的
形
象
は
、
内
面
的
生
命
を
自
己
の
内
に
宿
し
て
居
る

も
の
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
故
に
凡
て
の
藝
術
は
象
徴
的
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
濁
り
藝

術
の
み
な
ら
す
、
凡
て
の
精
々
科
學
に
於
い
て
も
矢
張
り
同
…
擬
で
あ
る
。
　
レ
ー
ベ
ン
の
活
動
其
者

を
捕
へ
る
岩
塚
は
、
類
型
的
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
哲
學
に
於
い
て
、
又
は
宗
教
學
に
於
い
て
、
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経
濟
學
、
倫
理
學
、
凡
て
こ
の
態
度
に
立
つ
の
で
な
け
ね
ば
な
ら
澱
。

回
四

　
次
に
類
型
は
所
謂
本
質
性
を
表
す
も
の
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
こ
の
黙
に
我
々
は
ゲ
イ
ル
タ

イ
の
類
型
の
第
二
の
特
徴
を
認
め
る
こ
ご
が
出
來
る
。
而
し
て
こ
、
に
叉
彼
の
類
型
と
「
贋
値
」
又

は
「
規
範
」
ご
の
閣
令
が
窺
は
れ
る
こ
ご
が
出
亘
る
。
我
々
が
先
に
も
述
べ
し
如
く
に
ゲ
イ
ル
タ
イ

の
所
謂
便
値
こ
か
又
規
範
ご
か
い
ふ
の
は
、
超
越
的
の
も
の
を
云
ふ
の
で
は
な
い
。
　
レ
！
ベ
ン
其

者
に
矢
張
り
内
在
し
て
居
る
ご
考
へ
て
居
る
。
目
的
的
な
る
講
造
に
從
っ
て
不
断
に
流
動
登
展

す
る
レ
ー
ベ
ン
は
、
其
各
々
の
階
段
に
於
い
て
自
己
自
身
の
く
。
年
。
ヨ
ヨ
。
蟄
簿
を
實
現
せ
ん
ε
し
、
叉

心
霊
に
於
い
て
種
々
の
程
度
に
こ
れ
を
實
現
し
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
兇
董
の
生
活

の
登
展
ご
は
郎
ち
其
生
活
過
程
の
完
全
性
を
將
面
し
つ
、
あ
る
ε
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
然
る
に

か
、
る
完
全
性
に
向
は
し
む
る
も
の
は
結
局
愚
頑
膚
身
の
内
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等

の
生
活
に
於
け
る
レ
ー
ベ
ン
の
構
造
關
聯
そ
の
者
が
翻
ち
そ
れ
で
あ
る
。
從
っ
て
児
至
急
育
の

規
範
は
矢
張
り
こ
の
完
全
性
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
d
び
2
爵
寓
α
σ
q
薮
菊
魚
肯
魯
興
些
ひ
q
－

σ
ヨ
。
剛
薦
二
三
σ
q
窪
℃
箆
9
㈹
。
σ
q
誇
ご
r
ノ
ぐ
堅
造
の
訪
露
。
。
・
α
。
。
）
所
謂
類
型
の
本
質
性
ご
風
景
ご
の
接
三
嘆
は
こ
の

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尉
一
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一
二

完
全
性
こ
い
ふ
考
方
に
認
め
ら
れ
る
こ
ご
が
幽
來
る
の
で
あ
る
○

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
類
型
の
本
質
性
こ
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
ご
を
あ
げ
て

居
る
。
帥
ち
先
づ
類
型
の
第
一
の
意
味
は
、
〉
囲
み
。
ヨ
Φ
ω
ω
o
島
簿
も
し
く
は
く
。
壽
。
営
ヨ
。
嘗
。
津
と
い
ふ
こ

ご
で
あ
る
。
凡
て
我
々
が
動
く
者
を
見
る
時
は
、
其
運
動
の
理
解
も
そ
れ
か
ら
運
動
の
完
全
性
ε

い
ふ
こ
ご
、
は
不
可
分
離
的
で
あ
る
○
舞
踏
者
こ
か
ス
ヶ
盲
｝
を
や
っ
て
居
る
者
ご
か
を
見
る

場
合
に
、
そ
の
我
々
の
眼
に
寓
る
形
．
姿
ご
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
我
々
が
想
逸
す
る
記
憶
3
6
像
ご
は
、
必

ら
す
か
、
る
運
動
が
適
當
に
完
全
に
行
は
れ
た
場
合
ご
い
ふ
見
地
か
ら
し
て
結
合
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
師
ち
事
騰
勢
表
象
ご
儂
値
的
表
象
ご
は
全
く
不
可
分
離
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
分
離

封
立
せ
し
む
る
の
は
思
惟
の
努
力
ご
練
習
ご
を
挨
だ
ね
ば
な
ら
澱
。
か
く
し
て
我
々
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
生
命
表
示
に
は
、
事
實
ご
儂
値
こ
の
か
、
る
結
合
こ
し
て
の
類
型
が
成
立
し
て
來
る
も
の

で
あ
る
。
　
こ
の
故
に
類
型
は
同
時
に
規
範
を
示
し
、
個
々
の
生
命
表
示
で
あ
り
な
が
ら
其
現
す
も

の
は
種
類
㎜
全
膿
で
あ
る
。
先
に
我
々
が
レ
ー
ベ
ン
の
個
々
の
事
象
が
そ
の
意
味
こ
い
ふ
こ
ご
に

依
っ
て
全
膿
を
表
示
す
る
こ
い
ふ
淀
の
も
矢
張
り
こ
の
こ
ご
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に

類
型
は
帥
ち
本
質
的
な
る
も
の
に
依
っ
て
凡
て
の
非
本
質
的
な
る
も
の
、
意
昧
も
し
く
は
慣
値

を
示
し
、
而
し
て
レ
ー
ペ
ン
の
全
盤
性
に
依
り
、
そ
れ
は
同
時
に
レ
ー
ベ
ン
に
規
範
を
興
ふ
る
も
の
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で
あ
る
。
（
「
乙
ぎ
〔
ぎ
p
嚢
梱
叶
幹
謡
9

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
類
型
の
本
質
性
に
就
い
て
第
二
に
．
類
型
は
レ
ー
ベ
ン
の
か
＼
る
完
全
的
な
場

合
其
者
を
云
ふ
の
み
で
な
く
、
更
に
か
、
る
完
全
な
る
場
合
の
規
範
性
の
特
徴
を
ば
特
に
高
調
せ

る
も
の
で
な
け
ね
ば
な
ら
澱
こ
い
ふ
て
居
る
。
郎
ち
レ
ー
ベ
ン
が
學
・
的
知
識
ご
な
る
た
め
に
は
、

こ
＼
に
湘
南
の
生
命
過
程
か
ら
し
て
捕
へ
來
ら
れ
な
け
ね
ば
な
ら
澱
。
か
く
の
如
き
H
｝
。
舜
岳
槻
？

】
δ
｝
8
器
O
。
ヨ
蜜
戸
口
ぎ
こ
い
ふ
こ
ご
が
所
謂
精
血
科
學
の
方
法
こ
し
て
の
類
型
で
あ
る
。
帥
ち
こ
、

に
現
實
の
過
程
か
ら
し
て
理
想
的
の
形
象
こ
し
て
高
騰
強
化
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
か

も
か
、
る
現
實
の
理
想
化
に
依
り
て
も
、
ざ
こ
ま
で
も
其
具
象
性
を
失
は
ざ
る
慮
に
、
こ
の
類
型
の

根
本
的
の
特
徴
が
あ
る
。
例
へ
ば
沙
翁
の
描
撫
せ
る
人
間
激
情
の
類
型
は
、
現
實
の
生
活
に
は
求

め
ら
れ
得
ざ
る
理
想
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
現
實
の
生
活
に
認
め
得
ざ
る
程
の
大
な
る
生
命
の
律

動
が
波
打
っ
て
居
る
○
然
し
な
が
ら
か
、
る
生
命
の
律
動
も
、
ざ
こ
ま
で
も
生
活
其
者
に
依
り
て

あ
ら
は
さ
れ
て
居
る
庭
に
、
彼
の
三
二
の
生
命
が
あ
る
。
（
ζ
島
く
日
露
巴
琴
ω
・
D
。
。
Q
）

　
然
る
に
こ
の
類
型
の
本
質
性
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
他
の
一
面
に
於
い
て
類
型
の
普
遍
性
こ
い
ふ
こ

ご
、
結
び
つ
い
て
居
る
。
類
型
的
捕
捉
は
帥
ち
「
個
性
的
な
る
も
の
に
於
い
て
普
遍
的
を
具
膿
化
」

す
る
こ
ご
で
あ
る
。
殊
に
上
之
の
如
く
精
淋
科
學
的
方
法
ε
し
て
の
類
型
は
所
謂
剛
三
碧
諮
魯
。
｝
）
？

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
廉
的
芳
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
三
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哲
學
研
究
第
百
二
十
｝
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

ぎ
O
窪
雄
蕊
§
ざ
で
あ
る
。
共
蓮
的
に
依
り
て
の
本
質
性
の
捕
捉
で
あ
る
。
叢
に
於
い
て
か
我
々

は
哲
學
的
方
法
ご
し
て
の
類
型
の
第
二
の
醤
立
を
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
れ
は
帥
ち

類
型
ε
法
則
ご
の
封
立
で
あ
る
。
二
二
的
流
動
的
な
る
も
の
、
捕
捉
に
於
い
て
も
、
創
製
所
謂
法

則
ご
い
ふ
こ
ご
が
考
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
か
っ
た
○
歴
・
史
の
普
遍
的
法
則
ご
い
ふ
如
き
は
其
著

し
い
一
例
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
か
、
る
態
度
は
所
謂
膿
験
ご
了
解
ご
を
其
主
要
方
法
ご
す
る

デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
に
於
い
て
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
は
出
町
な
い
。
何
ド
｝
な
れ
ば
そ
れ
は

結
局
抽
象
的
思
惟
に
依
る
レ
！
ベ
ン
の
固
定
化
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
類
型
ご
概
念
ご
が
混
同
せ
ら
れ
易
い
の
こ
同
様
に
、
類
型
は
叉
こ
の
普
遍
的
法
則
な
る
も
の
ご

屡
混
同
せ
ら
れ
勝
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
述
の
類
型
の
普
遍
性
こ
い
ふ
こ
ご
か
ら
断
て
居
る
の
で

あ
る
○
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ガ
ァ
は
デ
ィ
ル
タ
，
4
の
こ
の
類
型
が
個
禮
ご
法
則
の
中
間
に
位
す
る
も
の

で
あ
る
こ
ご
を
説
き
、
而
し
て
リ
ッ
ル
（
○
．
箆
薄
三
丁
望
。
外
転
【
霧
奮
富
9
窪
欝
σ
q
誹
酬
山
2
0
①
…
ω
窮
鼠
。
・
。
・
窪
。
。
。
冨
論
Φ
p

μ
蕊
）
の
所
謂
「
類
型
は
個
膣
ご
特
殊
性
を
共
有
し
、
法
則
ご
普
遍
を
共
有
す
る
凄
い
ふ
語
を
引
用

し
て
居
る
。
（
G
っ
心
配
σ
q
塁
i
U
δ
9
§
畠
田
σ
Q
9
〔
醇
Ω
。
ω
。
露
。
窯
ω
鼠
ω
ω
①
塁
畠
養
鈎
り
轟
）
郎
ち
法
則
も
類
型
も
共
に

普
遍
的
な
る
も
の
を
表
は
す
ご
い
ふ
黙
に
於
い
て
は
共
通
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
相
違
瓢
は
い

つ
れ
に
あ
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
か
の
概
念
ざ
類
型
こ
の
相
違
の
場
合
に
於
け
る
ご
同
標
に
、
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＝
言
に
し
て
云
へ
ば
即
ち
抽
象
化
ご
国
乱
化
も
し
く
は
個
性
化
の
相
場
に
鰭
着
す
る
の
で
あ
る
。

帥
ち
法
則
の
場
合
に
於
い
て
は
其
普
遍
性
は
全
然
抽
象
的
で
あ
る
。
然
し
其
代
り
に
そ
れ
は
絶

樹
的
の
普
遍
性
を
表
は
す
の
で
あ
る
。
凡
て
の
法
踏
は
如
何
な
る
場
合
ご
雄
決
し
て
例
外
を
許

さ
な
い
。
然
る
に
類
型
の
場
合
に
於
け
る
普
遍
性
は
こ
れ
と
は
趣
を
異
に
し
て
、
相
野
的
普
遍
性

で
あ
る
。
動
的
統
一
こ
し
て
の
レ
ー
ベ
ン
全
盟
に
連
な
る
普
遍
性
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
我

々
が
抽
象
の
飛
躍
を
試
み
す
、
ご
こ
ま
で
も
レ
ー
ベ
ン
の
下
履
性
に
止
る
以
上
は
止
む
を
得
な
い

こ
ご
で
あ
る
。
　
こ
の
故
に
我
々
が
若
し
誤
っ
て
類
型
ご
法
則
ご
を
混
同
し
、
前
者
に
後
者
特
有
な

る
絶
蛮
的
普
遍
性
を
附
慰
す
る
時
は
、
そ
こ
に
大
な
る
思
想
の
客
観
を
來
し
、
精
帥
科
學
の
生
命
を

阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
○
（
く
騨
円
鎧
ヨ
9
簿
貯
”
i
≦
塞
①
屋
。
艶
話
。
冨
勺
。
，
鷹
び
。
δ
σ
q
冨
。
。
・
肖
り
）

　
こ
の
こ
と
は
叉
同
時
に
こ
の
類
型
が
全
然
方
法
上
の
手
段
で
あ
っ
て
、
生
命
の
實
在
其
者
を
意

味
す
る
も
の
で
な
い
こ
い
ふ
こ
ご
を
我
々
を
し
て
想
超
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ

の
門
人
ッ
マ
ル
キ
ン
は
こ
の
こ
ご
を
彼
の
心
理
學
親
に
於
い
て
述
べ
て
居
る
。
帥
ち
心
理
學
的

類
型
は
、
精
帥
現
象
を
ば
膚
然
法
副
の
如
く
に
一
義
的
に
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
類
型
は
寧

ろ
精
淋
的
目
的
關
聯
の
種
々
な
る
、
而
し
て
共
在
的
な
る
可
能
性
を
ば
び
ま
9
し
て
行
く
も
の
で
あ

る
○
こ
の
故
に
類
型
に
は
決
し
て
所
謂
溶
8
巴
貯
賦
く
o
b
d
o
甑
。
＝
伴
§
の
は
附
與
せ
ら
れ
る
こ
ご
は
出
來
澱
。

　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
五
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哲
略
解
研
究
　
　
い
崇
一
凹
二
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ゐ
ハ

そ
れ
は
我
々
が
種
々
雑
多
な
レ
ー
ベ
ン
の
形
禮
の
中
に
於
い
て
○
膏
島
。
円
§
σ
Q
を
行
ふ
ご
い
ふ

δ
讐
如
く
o
O
。
。
・
噛
。
ぼ
。
。
℃
二
．
養
。
に
於
い
て
の
み
深
き
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
關
係
を

談
ま
っ
て
類
型
に
輿
然
必
然
性
を
以
て
作
用
す
る
当
帰
こ
い
ふ
如
き
構
成
的
意
義
を
與
ふ
る
時

は
、
類
紅
型
は
流
動
的
レ
ー
ベ
ン
を
現
は
す
代
り
に
｝
警
手
2
．
。
ω
9
2
葺
こ
な
っ
て
し
ま
ふ
も
の
で
あ
る

ご
云
ふ
て
居
る
。
（
「
h
毒
釜
，
剛
＾
ぎ
肌
葬
。
』
．
H
ω
。
。
）
　
（
未
完
）

前
號
所
載
デ
イ
レ
タ
イ
の
哲
學
的
方
法
（
二
）

二
山
ハ
頁
箪
　
｝
　
だ
∬

二
七
頁
集
三
行

二
入
頁
第
十
行

岡
　
第
ナ
一
行

二
九
頁
第
皿
行

同
　
第
九
行
‘

三
二
百
ハ
轄
夘
十
一
一
∬

ゴ
ず
八
頁
猿
十
二
行

　
　
　
誤

　
盤
系
的
で
あ
っ
て

　
目
坂
後
の
出
船
謹
酌
田
信
疑

　
今
纂
点
し
て
屠
ろ

　
組
織
的
に
其
方
法
に
算

　
捕
捉
あ
る
も
の
が

”一

E
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト

　
意
想
活
動

　
聾
血
冤

聡
　
　
談

　
　
幾
系
的
で
匡
な
く
て

　
　
”
取
後
に
弘
用
脚
甦
的
田
心
惟
　
　
　
帝

　
　
今
考
察
一
・
て
居
る

　
　
翻
．
織
的
に
其
（
其
方
法
に
制
除
）

　
　
捕
捉
な
る
も
の
が

　
　
ウ
イ
ン
テ
ル
バ
ン
ド

　
　
意
志
滑
動

　
　
新
止
児


